
平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について 
彦根市教育委員会 

                     令和元年９月 
平成３１年４月１８日（木）に、全国学力・学習状況調査が実施されました。 

 今回の調査を分析して、この調査から見えてきた本市児童生徒の学力と学習状況に関する結果をお知ら

せします。 

 なお、本年度より、教科に関する調査は、知識・技能と活用する力を一体的に問うものになりました。 

 

 

 
（１）目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分

析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の

充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善

サイクルを確立する。 

 

（２）調査対象  

   国・公・私立学校の小学校第6学年 中学校第3学年 原則として全児童生徒 

 

（３）調査内容 

  ①児童生徒に対する調査 

   ア：教科に関する調査（国語 算数・数学 英語） 

     出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内容は以下のとおり。 

     ・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

     ・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し

評価・改善する力等に関わる内容 

   イ：質問紙調査 

     学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等 

 

  ②学校質問紙調査 

   学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等 
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調査結果の概要 

調査の目的・内容 

中学校 

＊全国の値を100としたときの市の値を表しています。■全国 ■彦根市 
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（結果の概要） 
〇平均正答率は、小学校・中学校ともに全国を下回りました。 
〇領域別正答率を見ると、小学校では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」の領域において全
国平均を上回り、「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で全国
平均を下回りました。中学校では、全ての領域で全国平均を下回りました。 

〇小学校では、相手の意図を捉えながら聞き、質問を工夫したり自分の考えをまとめたりす
ることができましたが、文脈にふさわしい漢字を正しく書くことに課題がみられました。
中学校では、記述式問題の無解答率が高い傾向にありました。また小中ともに、文章の構成
や目的をとらえることに課題がみられました。 

（求められる力） 
〇学年別配当表に示されている漢字については、意味を理解し正しく読んだり書いたりする
ことに加えて、生活の中で使える言葉として身につけることが求められます。 

○目的や意図に応じて、理由や根拠を示しながら自分の伝えたいことを明確にして書くこと、
情報を整理しながら文章を読み自分の考えをもつことが求められます。 

 この調査から分かること 
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算数・数学 

 
（結果の概要） 
〇平均正答率は、小学校・中学校ともに全国を下回りました。 

 〇領域別平均正答率を見ると、小学校では、「量と測定」の領域では全国平均と同程度で、「数と 
計算」「図形」「数量関係」の３つの領域で、全国平均を下回りました。中学校では、「図形」「関 
数」の領域において全国平均を上回り、「数と式」「資料の活用」の領域では全国平均を下回りま 
した。 

〇小学校では、加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができましたが、除法の式の 
意味の理解や計算しやすい式にして計算することに課題が見られました。中学校では、平行移 
動や確率について理解できていましたが、連立二元一次方程式を解くこと、資料の傾向を読み 
取り判断することに課題が見られました。小中ともに、記述式問題の無解答率が高い傾向がみ 
られました。 

（求められる力） 
〇計算をする際には、正確に正答を導く基本的な技能の習得に加えて、数量の関係に着目し
て成り立つ性質を見いだし、計算を能率的にするために工夫するなど、生活や学習に活用
する力が求められます。 

〇資料やグラフを読み取って判断したり数に関する性質を考察したりする場面では、事象に
即してとらえたり解釈したりして、数学的に説明する力が求められます。 

 この調査から分かること 
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＊「話すこと」に関する問題の結果については、「参考値」としての公表 

となっており、都道府県別、市町別の公表は行われていません。 
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（結果の概要） 
〇平均正答率は、全国を下回りました。 
〇領域別正答率を見ると、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の全領域で、全国平均を下回
りました。 

〇英語を聞いて情報を正確に聞き取ることや、まとまりのある英語を聞いて必要な情報を理
解することはできましたが、英語の基本的な語や文法事項等を理解して正しい文を書くこ
とや、まとまりのある文章を読んで内容を正確に読み取ったり話のあらすじを理解するこ
とに課題が見られました。 

（求められる力） 
〇実際のコミュニケーションに活用できる音声や語彙、表現、文法など、言語活動を行う基盤
となる知識や技能を身に付けることが求められます。 

〇聞いて把握したことに適切に応じたり、書かれた内容に対して自分の考えを示したりする
など、コミュニケーションの中で、目的や場面・状況などに応じて情報や考えなどを理解し
たり、それらを整理・統合して英語で表現したりする力が求められます。 

 この調査から分かること 



 

 

 

 

 

 

 彦根市では、子どもたちの健やかな成長と、学ぶ力の育成をめざして、「ひこねっこ 学びの6か条」

を推進しています。 

 学力・学習状況調査の児童生徒質問紙の回答状況を6か条の視点で分析し、彦根市の子どもたちの学び

の様子を、見つめてみましょう。 

 

 

 

 

 

質問紙調査の全体的な傾向 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っぱい本を読もう ～本は心の栄養・知識の宝庫～ 

い汗かいて役立とう ～家族のために 地域のために～ 
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 「人の役に立つ人間にな

りたいと思いますか」とい

う問いに、小中学校ともに

95％以上の子どもが肯定

的に回答しました。また、

「人が困っているときは、

進んで助けていますか」と

いう問いに、小中学校とも

に 85％以上の子どもが肯

定的に回答しました。 

ともに肯定的な回答が全

国を上回っていますが、温

かい気持ちをもちながらも

行動するには至っていない

子どももいることが分かり

ました。 

 人を思いやる温かい気持

ちを行動に移せるよう子ど

も達を励ますことが大切で

す。 

 「読書を全くしない」と回

答した子どもは小学校で

20％程度、中学校で 30％

程度、「新聞をほとんどまた

は全く読まない」と回答した

子どもは小学校で 60％程

度、中学校で70％程度でし

た。 

 本や新聞などを読むこと

には、新たな知識や考え方に

触れたり想像力を高めたり

するなどの効果があります。

様々な言葉や表現に触れる

ことで、自分の語彙力・表現

力を高めることにもつなが

ります。 
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はよう、ありがとう ～あいさつで人と人とのつながりを～ 

ぜだろう、やってみよう ～好奇心は学ぶ意欲のみなもと～ 

 地域の行事への参加につ

いては、本年度も全国を大

きく上回りました。また、

「いじめはどんなことがあ

ってもいけないことだと思

いますか」という問いにつ

いても 95％以上の子ども

が肯定的に回答しました。 

 地域のつながりを生か

し、子ども達が地域のよさ

やお互いのよさを折にふれ

て確かめ合いながら心身と

もに健やかに成長できるよ

う、今後も、学校、家庭、地

域の連携充実を図っていき

たいと考えます。 

小中ともに 75％以上の

子どもが話し合う活動を肯

定的にとらえており全国を

上回りました。 

学校では、日々の授業の

中で話し合う活動を取り入

れ、子ども達が考えを伝え

合うことにより、学びを広

げ深めることをめざしてい

ます。 

 自分の考えをもつととも

に、考えを見直しよりよい

ものに修正していく過程を

大切にしたいと考えます。 

 家庭学習は、学校での学

習を生かしながら、自分で

計画を立てて取り組めるよ

うにすることが大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポーツや外遊びをしよう ～元気な体づくり、心づくり～ 

じめのある生活をしよう ～早ね 早起き 朝ごはん～ 
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 グラフは示しませんでし

たが、「早ね・早起き・朝ご

はん」の３つの生活習慣に

ついて、おおむね良い習慣

が身についていることがわ

かりました。 

また、「学校の規則を守っ

ていますか」という問いに

対する肯定的な回答は、小

学校で全国並み、中学校で

は全国を上回りました。 

集団や社会の中できまり

やルールを守ることは、お

互いに気持ちよく生活する

とともに学習環境を整える

基礎となります。これから

もけじめのある生活を心が

けましょう。 

「自分には、よいところ

があると思いますか」とい

う問いに、小中学校ともに

約 80％の子どもが肯定的

に回答しました。また、「も

のごとを最後までやり遂げ

て、うれしかったことがあ

りますか」という問いに、小

中学校ともに約 95％の子

どもが肯定的に回答しまし

た。 

 自己を肯定的にとらえた

り達成感を感じたりする経

験は、これからの人生の中

で、大切なことだと考えま

す。 

 大きく変化していく社会

の中で生き抜けるよう、こ

れからも、学校、家庭、地域

において、子どものよさを

認め励まし、自己肯定感や

成功体験をもつよう育むこ

とが大切です。 



 

 

 

教科に関する調査と質問紙調査の関連性から、以下の傾向が見えてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、市教育委員会は、これらの調査結果をもとに学校と連携して課題の改善に努めてまいります。 

学校では、学んだことを活用したり考えを伝え合ったりする学習を充実させ、主体的・対話的で深い学

びとなるよう授業改善に取り組んでいきます。 

家庭では、漢字や計算などの基礎的な内容の定着を図ったり自分で高めたいことについて「ガッテンプ

リント」を活用するなどして家庭学習に取り組んだり、読書に親しんだりできるよう、子ども達への励ま

しと家庭での学習環境づくりにご協力をお願いします。 

学校、家庭、地域が一体となって、子ども達を見つめ、励まし、支えることにより、子ども達の学びを

豊かにし、心身ともに健やかな成長につなげていきたいと考えます。今後も一層のご協力をよろしくお願

いします。 

 

 

教科に関する調査と質問紙調査とのクロス集計から 

※グラフは、各質問項目において、それぞれの選択肢における「国語・算数（数学）・英語（中学校のみ）」の

正答率の平均値をあらわしたものです。 
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「ものごとを最後まで
やり遂げて、うれしかった
ことがありますか」という
問いに肯定的に回答した
子どもは、教科の正答率が
高いという結果でした。 
 子ども達が自己肯定感
を高められるよう、がんば
りを励まし見届けること
を大切にしたいものです。 

「新聞を読んでいま
すか」という問いに肯定
的に回答した子どもは、
教科の正答率が高い傾
向にありました。 
身近な出来事やニュ

ースに関心をもったり
自分なりに考えたりす
ることが大切です。 

保護者・地域のみなさまへ 

彦根市ＨＰ「家庭学習の充実に向けて」を、家庭学習にご活用ください。 

★彦根マイ☆（スター）賞の5年間の受賞作品を紹介しています。 

★「ガッテン‼プリント」をダウンロードできます。（各校のＨＰからリンクしています。） 

「学校の規則を守って
いますか」という問いに肯
定的に回答した子どもは、
教科の正答率が高いとい
う結果でした。 
「自分で判断する」「行

動に移す」など、規範意識
を高めることは、学ぶ力の
向上につながります。 

(%) 

(%) 

（正答率の平均値） 


